
　この度，思いがけず香西みどり先生のあとを継いで，一般社団法人日本調理科学会会長として学会運営の重責を担うこ
ととなり，責務の重さを痛感しております。幸いにも，経験豊富な新井映子先生，高村仁知先生，平尾和子先生が副会長
として支えて下さり，学会の規約や運営体制も整備されて学会業務も円滑に進められています。会員の皆さまのご協力も
いただきながら，これからの 2年間学会運営に尽力したいと思っています。
　日本調理科学会は調理科学の進展と会員相互の交流を目指し，調理科学研究会として発足してから今年で 53 年になりま
す。私はこれまで学会誌の編集や 50 周年記念事業に関わってきましたが，創立 50 周年の記念事業で「学会の歩み」のポ
スターをまとめて，創生期の先生方の熱意やご努力に感嘆いたしました。また，昭和 60 年に日本調理科学会が設立される
経緯やその後の運営に関して，歴代の会長はじめとする諸先生方のご尽力のおかげで，現在の学会が存在していることを
改めて認識しました。
　今年は予期せぬ新型コロナウィルス感染症拡大により，いままで当たり前と思っていた生活が規制され，生活様式や価
値観も変わってきました。先行きが不透明な状況においてこそ，健康で安全性の高い生活環境を構築していくこと，特に，
生きることに直接つながる食に関する諸問題に調理科学の視点から研究活動を展開していくことは重要だと考えます。新
しい生活様式においても，超高齢社会においても求められているものは，健康の維持・増進と豊かな食卓であり，調理を
除外して論じることはできません。調理科学は健康科学に貢献していく責務があると考えます。
　日本調理科学会の特徴的な活動に，特別研究があります。なかでも平成 13 年からの「調理文化の地域性と調理科学」は
「豆・いも類」に始まり，「魚介類」，「行事食・儀礼食」と続き，平成 24 年度からの「次世代に伝え継ぐ 日本の家庭料理」
として全国 340 余人の参加による調査研究に発展しました。このような取り組みは他の学会に例を見ないものです。この
調査をもとに，創立 50 周年記念事業として始まった，別冊うかたま「伝え継ぐ 日本の家庭料理」（農文協）全 16 冊の出
版が継続中です。本事業は，学会員の知的財産を実社会の場で生かす社会貢献であり，この事業を継続できているのは，
家庭料理研究委員会を中心とした全国の会員の皆様のご支援によるものです。発刊は 2021 年 8 月に終了する予定ですが，
これに引き続いて，大勢の会員の皆様に参加いただけるような新たな特別研究の企画を検討しておりますので，アイデア
などお寄せください。
　今年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響のため毎年夏に開催してきた年次大会を中止することになりました。さ
らに，6月の代議員総会はみなし総会で開催し，講演会は中止となり，各支部の企画も中止や変更になって，研究発表や
会員相互の交流の機会が少なくなっていることは非常に残念です。今後は，新しい生活様式を踏まえた学会運営を検討し，
調理科学の研究成果を実践の場で広く社会に発信していき，調理学はこんなに面白いということを普及していきたいと考
えています。そのことが，第一線を退き学会を退会する会員と，新たに入会する会員とのバランスが取れないという問題
の解決につながると考えます。
　会員の皆様と議論を深めながら，調理科学の研究・教育・普及活動に向けて努力を重ね，日本人の食生活をリードして
いける学会を目指してまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
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